
 

 

 

Ｙサ委員長として      西村 寛子 

         

今期期首にＹサ委員長として掲げた目標は「一人でも多くのメンバーにＹサ事業

に参加してもらう事」である。会長意向としては「新事業を」とのことであったが現状参加者

の増加が何より必要であると考えたからだ。半期が過ぎて思う事は、やはりどの事業において

も参加者が未だに少ないという事だ。いつも同じメンバーに頼った形で事業が進められてお

り、このあたりはメンバー全員、今一度考えていただきたいところだ。無論委員長として力不

足は否めないし、いつも事業参加して下さるメンバーには申し訳なく思っいるのだが。  
 

ワイズメンズクラブが他の奉仕団体と一線を画するところは、ＹＭＣＡのサポート団体であ

るというところであり、その意味においてもＹサービス事業はワイズの中核を成すものである

から、クラブとしてもワイズメン個人としても、積極的なＹサ事業への取り組みが期待される

と考える。仕事を優先することを否定するのではないが、クラブ事業だから誰かが計画し誰か

がやってくれるから自分は参加しなくても大丈夫、といった考えは排除して、参加できる具体

的な提案をしたり、一度でも何とか時間を取って参加してみるとかといった前向きな姿勢に期

待したい。 
 

例会はもとより、各事業委員会が企画する事業に理解と協力を惜しまず、積極的に関わり参

加してこそ、ワイズの醍醐味を味わう事が出来ると思う。体を動かし奉仕する事こそ、ワイズ

活動の原点だと思う。その中から他の人にその面白さを伝えることもできるし、そうすればメ

ンバー増員にもつなげることが出来るのではないかと考える。  

下半期Ｙサ事業として、リトセン夜桜フェスタや、サバエキャンプ場再生のための企画も進

められている。是非、一人でも多く、時間を作って参加をしていただきたい。  

ＺＥＲＯクラブ１０周年に向け、奉仕クラブとして充実したワイズ活動をしていこうではあ

りませんか！   

 

 

主 

題 

クラブ会長 《堂脇武(京都 ZERO 第 8期)》 : “絆”みんなで繋がろう  

国 際 会 長 《Henry Grindheim(ノルウェ－) 》 : Let us walk in the light-together「ともに光の中を歩こう」  

アジアエリア会長 《Tung Ming Hsiao(台湾)》 : Respect Y,s Movement「ワイズ運動を尊重しよう」  

西 日 本 区理 事 《大 野 勉 (神 戸 ポ ー ト )》 : 
2022 年に向けて「心身の健康づくりから、クラブの健康づくりへ」 

Healthy mind & healthy body make healthy club  

京 都 部 部 長 《竹園憲二 (京 都 ZERO)》 : All Hands on Deck !    
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◆今月の聖句   新約聖書 ルカによる福音書 10 章 27 節 
 

心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなた

の神である主を愛しなさい、また、隣人を自分のように愛しなさい。 

  

 



第１例会「オークション例会」        ２月 ８日(木曜日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都 ZERO クラブ例会に参加して！ 
びわこ部部長 松岡 義隆（長浜クラブ） 

 
 

２月 8 日京都 ZERO クラブの例

会  ホテル日航プリンセス京

都に長浜クラブから中川和人

会長と共に８名で参加させて

いただきました。 

堂 脇武会長の開会点鐘で始まり賑々

しく例会が開会されました。今回の例会

は、オークション例会でトスファンド

（資産を投げる意味）の商品もあり、生

魚からバック・貴金属と豪華な品ぞろい

で参加者が競って落札されていました。

この日の例会は少しお酒も出て私も竹

園部長と共に和気あいあいと楽しく過

ごさせていただきました。  

昨 年の余呉ウッディパルでのびわこ

部部会での出会いがきっかけで ZERO ク

ラブ堂脇会長と長浜クラブ中川会長な

ど意気投合して、 1 月 18 日の長浜クラ

ブ例会の訪問に繋がってきたようです。

そして今回は、長浜クラブが訪問させて

いただく事になりました。堂脇会長の会

長主題の“絆”みんなで繋がろうを感じ

る心温まる例会でした。私ども長浜クラ

ブのメンバーは、京都 ZERO クラブのメ

ンバーの方々から元気を頂いて帰って

きました。これからもクラブ同士のフレ

ンドリーなお付き合いで交流を深めて

いければ良いと思います。  

 

今回、ZERO クラブとして初めてファンドオークション例会を開催しました。メンバーが中心になり、自

宅にある不用品などを持ち寄ってオークション形式でメンバーが買うことでクラブファンドの資金を

獲得しようとするものです。 

 今回は先日４名で例会訪問をしたばかりの長浜クラブのメンバーにも多数お越しいただいて賑やか

な例会になりました。 

 お酒や食器、長浜のお菓子をはじめ、自転車やアクセサリーなど多数の商品が提供され、お酒のいき

おい？もあって、次々にオークションが成立。最終的に１１万６千円のファンド益となりました。ワイ

ズのファンドの考え方で「無から有を生む」というのがあったと思いますが、どうせ同じように買うな

らワイズからとか、タンスの肥やしになっているならクラブに提供しようかといった皆さんからの気持

ちがお金になり、最終的にクラブの社会奉仕に活用されます。ファンドは大変な事業ではありますが、

ファンドに協力してもらうこと自体がクラブの事業に参加してもらっていることになりますし、今後と

も委員の皆さんの楽しい提案をお待ちしています。 
 

  宇佐美賢一 

 

 

 

 

  

 



第２例会「ＴＯＦ例会」           ２月２２日(木曜日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Time  Of  Fast、すなわち「断食の時間」にもかかわらず、不届き者は早くも 5 時半には夕食を済

ませての参加となりました。(^^) 余談ながら、 Fast＝断食とは一見馴染みのない言葉のようですが、

実は皆さん毎日これをされているんですね。朝食のことをブレックファストと言いますが、これは朝

起きて、それまでの夜中の断食をブレークすることから、この言葉が出来たと言われています。 

T O F 例会が終わるとメンバーの大抵の人は各々どこかで何か食べられるようですから、何が断食や

ねん！との声も聞こえてきそうですが、まあ、固いことは言うまい、言うまい。 
 

当日のメインプログラムは宇佐美ワイズによる、京都 YMCA のリ・ブランディングについて。 

個人的には、リ・ブランディングと言う言葉には昔、苦い経験があり、○通やら博○堂の口達者なお

兄さんらにいいようにされて、相当な対価を支払った割には目に見える効果はさっぱり、だったこと

があり、はなはだ老婆心ながら「仏作って魂入れず」とならないよう、今回の成功を祈るばかりです。 
 

佐古田正美 

 

 
  

 

 

 
 



京都部チャリティボーリング         ２月２５日(日曜日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネパールチャリティバザー        ２月１２日(月曜日・祝) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 月 １ ２ 日 工 事 中 の 京都 三 条

Ｙ Ｍ ＣＡ に てネ パ ール 支援 の た

め の チャ リ テイ ー イベ ント が 開

催された。工事中とあって地下部

分 の みを 使 って の 開催 では あ っ

たが、狭いながらもなかなかの賑

わいで活気があった。ワイズメン

ズ ク ラブ の 屋台 や リー ダー 等 若

い 人 たち の 色々 な お店 があ っ て

楽しそうだった。メンバーにご協

力 い ただ い たバ ザ ーも 盛況 で 収

益も上がったようだ。ご協力に感

謝します。    
 

 西村寛子  

 

 

 
 

 

 

今年のチャリティボーリング大会は、CS 委員

長代理の加藤ワイズの意気込みに答えメンバ

ーも 11 名参加してくれてみんなでゲームを楽

しむ事が出来たと思います。 

また今回は、クラブ対抗選抜もあるという事で

事前に参加メンバーと練習しようという事に

なりましたが、私は結局参加出来ず、ぶっつけ

本番になりました。ですが ZERO クラブの結果

は、な！なんと 3 位入賞！やりました。何とか

メンバーに迷惑をかけずにすみました。育ちが

鹿児島の田舎って事もあるかもしれませんが、

僕らの世代の娯楽と言えばボーリングでした。

ボーリングしか無かったというべきかもしれ

ません。という事で結構自信はあったのですが

結果、優勝者のスコアには大きく及ばす・・・

昨年みたいにはいかないものですね、来年は必

ずリベンジしたいと思います。 

今年も 200 数名のワイズが参加され「老若男

女」問わず楽しめる娯楽がチャリティーになる

って本当に素晴らしなぁと改めて感じました。 

また、最後の表彰式では、抽選会などのイベン

トもあり、澤井ワイズは、高級お鍋セットをゲ

ット、佐古田ワイズも賞を頂き最後までワクワ

ク出来た大会でした。ホストクラブのエイブル

クラブさん本当にお疲れ様でした。ありがとう

ございました！ 
 

   堂脇 武 

 

 

 

 
 



ウイングクラブ３０周年記念例会訪問            １月２８日(日曜日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強 調 月 間 

J W F 
JWF は皆様の厚意によって支えられています。個人やクラブの記念に合わせて献金をお願いします！ 
 

森本榮三 JWF 管理委員長（大阪高槻） 

 

 

HAPPY BIRTHDAY 
     

３月１３日 石倉直人  

３月１９日 西村寛子 

３月３０日 奥村 悟  
   

     

 

HAPPY ANNIVERSARY 
     

３月 ７日 佐古田正美＆フロデリザ  

３月３１日 熊本祐滉＆有加 
   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

エクシブ京都八瀬離宮にて開催された

京都ウイングクラブの 30 周年記念例会に

出席しました。第一部式典オープニング

はウイングメンバーによる和太鼓で華々

しく始まり、粛々と進められました。 30

周年記念事業の紹介があり、サバエの存

続の危機に、ソラシドキャンプはどうす

るの？サバエは YMCA の活動に必要じゃな

いかと、サバエキャンプ場の振興基金と

して 200 万円が贈呈されました。  

第二部は竹園部長の乾杯にて宴が始ま

り、おいしいお料理、おいしいお酒、他

クラブメンバーとの交流、そしてウイン

グらしいゲームもあり、大いに盛り上が

りました。フィナーレはまた和太鼓、こ

こまでどんなに練習してきたのかと思う

と感動もひとしお、 5 年前 25 周年のとき

の EXILE も凄かったのを思い出しました。 

30 周年記念事業、そして和太鼓、メン

バーのみなさんの熱い思いと実行力をま

のあたりにした記念例会でした。次の 35

周年がとっても楽しみです。  
 

高倉英理 

 

 

 



 

 

１．三条本館施設改修工事進捗状況だより 

三条本館の耐震補強工事、保育園設置工事の内、耐震補強工事は完了していますが、引き続き２階に開設す

る保育所の保育室、事務室などの内装工事がおこなわれています。２階の工事に関連して１階のロビーも工

事範囲にありますが、３月下旬に完成します。  

◆ワイズメンズクラブ宛ての書類等のトレーキャビネットが、三条本館１階事務所に移動しています。 

事務所の入口は、エレベーター前です。 

 ◆会館の出入口が一部変更しています。変更箇所は三条通側の会館壁面に掲示しています。 
 

２．第２９回全国車いす駅伝競走大会 

 宝ヶ池国際会館前を出発、西京極競技場までの２１．３Ｋｍを５つの区間に分けて駅伝を行います。ワイ

ズメンズクラブのボランティアが、各中継所及び西京極競技場での選手の介助を行います。 

日  時  ３月１１日（日）午前８時 ～ 午後２時（雨天決行） 

場  所  （集合）宝ヶ池グランドプリンスホテル１階ロビー 

   （解散）西京極競技場 

 主  催  全国車いす駅伝競走大会実行委員会 
 

３．第５回 The Y cup 京都ミニバスケットボール大会 

 今年で５回目になるＴｈｅ Ｙ ｃｕｐ京都ミニバスケットボール大会を下記の日程で開催します。ぜひ応

援にお越しください。 

日  時  ３月１７日（土）１８日（日） 午前８時３０分 ～ 午後５時まで 

会  場  京都市横大路運動公園体育館 
 

４．第１５回京都 YMCA 発達障がい児理解セミナー 「子どもの“育ち”を共に喜ぶ環境づくり」 

 特性のある子どもたちが抱える生きにくさや課題について、市民の方々が理解を深め、子ども達が健やか

に成長できる社会作りを考えるセミナーです。 

日  時  ３月２１日（水・祝）午前９時３０分 ～ 午後１２時３０分 

会  場  京都 YMCA 三条本館マナホール 

参 加 費  １，５００円 

内  容  ①基調講演 宮﨑 義博 氏 

       「感覚統合の視点を取り入れて“育ち”を応援する」 

      ②対談講演 宮﨑 義博 氏＆小谷 裕実 氏 

       「特別なニーズの子ども達の“育ち”を応援する環境とは？」 
 

お申込み・お問合せ： 京都ＹＭＣＡウエルネスセンター 

            （ＴＥＬ）０７５－２５５－４７０９ 

            （Ｗｅｂ）https://e-ymca.appspot.com/Kyoto 

 

3 月事業予定  

  ４日 ＣＳ事業 天引グランド整備 

  ６日 役員会 

  ８日 第 1例会・ゲストスピーカー例会 

       「ドローンは社会に役に立つの？」 

    講師 畑山満則氏 

(ホテル日航プリンセス京都) 

１１日 ＣＳ事業全国車いす駅伝競走大会 

１１日 リーダー卒業祝会(京都ＹＭＣＡ本館) 

 １８日 第２例会・ファミリー例会 

                (京都水族館) 

 ２５日 Ｙサ事業 リトセンチャリティゴルフ 

        (瑞穂ゴルフ倶楽部)  

 

４月事業予定  

３日 役員会 

   ７日 国際・交流事業 長浜クラブ、大坂サウス 

クラブＤＢＣ交流会(滋賀県高島市) 

   ８日 ファンド事業 アメリカングラフィティ 

      スプリングチャリティライブコンサート 

      (アメリカングラフティ) 

  １０日 Ｙサ事業 ＹＹＹフォーラム 

(ＹＭＣＡ三条本館) 

 １２日 第１例会 ＥＭＣ夜桜例会 

           (平野神社) 

  １４日 Ｙサ事業 「みんなつながる」(甲子園球場) 

 １５日 Ｙサ事業  サバエキャンプ場リ・ボーンパー

ティー準備ワーク(サバエキャンプ場) 

 ２２日 Ｙサ事業 リトセン夜桜フェスタ 

     (宇治リトリートセンター) 

 ２６日 第２例会 ＧＳ例会 

(ホテル日航プリンセス京都) 
 

 

 

YMCA NEWS 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

  ２月例会出席     
   

 第1例会 第2例会 

メンバー 

メネット 

コメット 

ゲスト 

18/23名 

0名 

0名 

11名 

13/23名 

0名 

0名 

0名 

月間出席者          月間出席率 

21/23名           93,13 ％ 

 TOF・CS・FF 
 

TOF     0pt 
C S          0 pt 

F F          0 pt 

  ニコニコ 
 

２月 14,000円 

累計 110,000円 

 

２月 171,623円 

累計 676,641円   

 

 

ファンド 

 

 

 

 

 

 

ZERO クラブ ３月のファンド商品 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

竹園憲二  

 
3 月のブリテンでは、原稿依頼集稿担当でした。原稿依頼者への告知が遅すぎた事で大変ご

迷惑をおかけしました。ブリテンの発行が遅れると、再確認や知りたい事を伝える妨げにな

ります。今後はしっかりつとめます。すみません。 

 

 

 IBC.DBC 提携先 
 

   IBC・・・Kaimuki Y Service Club(Hawaii) 

      DBC・・・阿蘇ワイズメンズクラブ(熊本) 

Club Office:京都 YMCA 三条本館 〒615-8083 京都市中京区三条柳馬場 TEL075(231)4388 問合せ先 shoki@zeroclub.org 

 

mailto:問合せ先shoki@zeroclub.org

